
委 員 会 報 告 書 
委員会名 2019 年度 第 2 回 生産技術委員会 
開催日時 2019 年 7 月 4 日（木） 15:30～17：30 
開催場所 国際石油開発帝石（株） 34 階会議室 
出 席 者  
(敬称略)        

吉良委員長、下河原副委員長、森、脇園、鈴木森、田中、城戸、有井、

三上、岡本、林田、大内、内山（運営幹事）、長（運営幹事） 
以上 25 名中 14 名 

議事 
 

1. 幹事会報告 
・今年度秋季講演会準備状況確認。講演テーマ、講演者の検討を継続

中。 
・春季講演会振り返り。今後の実施形態について議論を継続中。 
 
2. 理事会報告 
・春季講演会・見学会の開催結果を報告。 
・石油技術協会賞選考委員会における表彰対象選考方法に関して審議

継続中。 
 
3. 2018 年度活動経過、2019 年度活動方針について 
・ 活動方針は昨年度と同様とする。意見がある場合は運営幹事まで

連絡する。 
 

4. 2020 年度シンポジウムプログラム小委員の結成 
・ 昨年同様 5 名（下河原、森、城戸、有井、根本）を委員としてシ

ンポジウムプログラム小委員を結成した。次回委員会から小委員

会が中心となり、2020 年度シンポジウム実行に向けた活動を行

っていく。 
 

5. 2019 年度見学会の報告 
・ 参加者も上限に達し、当日も非常に盛況だった。 
・ 参加者からのフィードバックとして、現場見学の時間をもっと長

くしてほしいという意見があった。 
 

6. 2019 年度春季講演会 個人講演・シンポジウムについて 
・ 学生優秀発表賞受賞者と、講評の依頼について確認した。 
・ 協会誌投稿推薦対象者について報告した。追加で推薦する講演が

ある場合は運営幹事まで連絡する。 
・ 春季講演会の反省点を共有した。また委員からは以下のような意

見があった。 
 時間を守った進行がなされていてよかった。 
 質問の時間が短かった。（中には質問が全く出ないケースもあ

る、現状でちょうどいいとの意見もあった。） 
 部屋のアレンジには改善の余地がある。司会・タイムキーパ

ー席からは発表資料が見づらかった。 
 発表者によって声の聞こえ方が異なった。司会者やマイク係

が音量に配慮したほうがよい。 
 会場の食堂が混雑していた一方、隣の建物の食堂は空いてい

た。昼食場所の案内をすると助かるかもしれない。ランチタ

イムをずらすのも一案。 



・ 委員から寄せられた反省点は来年度以降の春季講演会運営の参

考とする。 
・ シンポジウムアンケートの結果共有を行った。回収枚数は 72 枚

で、今年度のシンポジウムは概ね好評だった。寄せられた意見は

来年度のシンポジウムの形式・テーマ・運営方法等の参考とする。 
・ シンポジウム原稿査読担当者を確認した。 
・ 編集委員会運営幹事の畔田様よりシンポジウム原稿の査読、編集

作業について説明を受けた。 
 

7. 次回委員会開催場所について 
・ 第 3 回：9 月 5 日（木）15:30～ ＠三菱商事石油開発 

 
8. 話題提供 
・ 「国内ガス田における出砂評価検討」 

国際石油開発帝石（株）技術本部 津坂 仁和 様 
 

                          以上 
 


